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神の姿を見る～神～

神､ニヮ,えの三“記

＿低ゴー

個人の合の存在に

つながる祖先を敬う。

人間を育み、

神が宿る自然を

大切にする。

伊勢神宮を崇敬し、

その司祭である

天皇家を敬う。

：､人か恩した戸

[山］
天に近く、容易には近づけな

い山に対し、古くから人は神

の存在を感じてきた。大神神

社など、山そのものを御神体

とする神社も存在する。

[森］
木々に覆われる森にも、人々は

神の存在を感じた。とくに人智

を超える巨木などは崇敬の対象

となり、大切にされてきた。
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[浜］
海に面する浜は神

が寄り来る場所と

された。
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[岩］
自然の作用によって形づ

くられた巨岩や奇岩は、

神の座する場所とみられ

たり、そのものを御神体

とすることもあった。

DII甲］悪鑓

ニニギがコノハナノサクヤビメ

に出会った笠沙の岬のように、

海に突き出した陸地は、漂着し

た神々が寄りつく場所とされた。
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伊
邪
窕

の
は
こ
の

委
任
し
た
。

名
は
、
ア
マ
（
天
）
＋
テ
ー
プ

（
照
）
＋
ス
（
尊
敬
）
か
ら

１
１
１
Ｌ

「
天
に
坐
々
て
照
り
賜
穆
が
意
」

と
す
る
「
吉
事
記
伝
」
の
説
と

ア
マ
（
天
）
＋
テ
ラ
ス
（
照
）

と
「
天
に
照
り
輝
く
」
意
に
攻

る
説
が
あ
る
。

日
本
稗
託
に
よ
る
と
、
天
皇

の
祖
先
が
天
照
大
御
秤
の
今
今

で
日
本
統
治
を
開
始
し
た
と
き

汎
ろ
。

照
大
御
稗
に
高
天
原
の
支
配

命
の
託

白
式
９
ケ

矧呆

波匡
時b、

ミ
ミユ)i;離鵡
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ワ
タ
（
海
）
＋
シ
お
）
＋
ミ
（
秤
霊
）
と
い
う

名
の
通
り
、
海
の
秤
で
あ
る
。
水
を
支
配
す
る
秤
ど

き
狐
、
海
幸
・
山
幸
の
神
話
に
登
場
す
る
。
兄
に
借

り
た
釣
り
針
を
失
い
、
失
意
の
う
ち
に
や
っ
て
来
た

曰
子
穂
積
手
見
命
を
助
け
、
娘
劃
封
勵
瀞
を
嫁
が

ひ
壱
」
ほ
ほ
・
て
み

せ
た
。
穂
穂
手
見
命
は
、
大
綿
津
見
神
に
午
》
え
・
ら
れ

た
氷
を
支
配
す
る
珠
で
、
兄
を
懲
ら
し
め
ろ
。
こ
の

伝
説
か
ら
、
人
の
貧
富
を
も
司
る
秤
ど
き
汎
ろ
。
ま

た
、
「
少
童
命
」
ど
も
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
子
供

の
姿
と
し
て
思
い
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

i“
ﾁﾞｵ剰難

名
の
意
味
は
「
偉
大
な
山
の
精
霊
」
を
示
す
。

あ
し
な
づ
ら
了
な
づ
ら
こ
の
は
な
の
さ
く

『
古
・
事
記
」
て
は
足
名
稚
・
手
名
稚
や
木
花
え
佐
久

あ
１
つ
か
み

く
に

Ⅱ
狩
貯
瀞
の
父
で
あ
り
、
天
津
稗
に
対
す
る
大
地
の
国

症
つ
か
み

》
津
秤
の
代
表
格
で
あ
る
。
本
来
は
農
事
に
水
を
供
給

し
た
り
す
る
山
の
稗
信
仲
か
ら
生
じ
た
秤
。
木
居
宣

長
の
説
で
は
、
ヤ
マ
ッ
ミ
は
山
津
持
で
山
を
持
ち
ま

す
義
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
広
く
山
を
司
る
神
と
い

う
・
山
岳
修
験
で
篤
く
信
仲
さ
れ
る
一
方
て
、
酒
造

り
の
守
護
秤
と
し
て
、
ま
た
戦
国
か
ら
近
世
に
か
け

て
は
海
上
守
護
、
武
神
・
軍
神
と
し
て
信
仲
さ
れ
た
。

西
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鯵
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霞
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旧
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露：鰄
禰
蜘
溌
譲
川
馴
獲
纏
側
一
服

に
識
懸
化
蛎
ご
れ
よ
り
月
と
曰
は
交
替
で
天
に
現
わ
れ

霊
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

綴..》

「
吉
事
記
」
に
よ
れ
ば
、
出
雲
国
の
肥
河
の
川
上
に

住
む
釦
翁
躯
の
夫
婦
秤
Ｔ
あ
る
。
ま
た
、
足
名
稚
秤
は

国
津
秤
・
大
山
津
見
神
の
子
で
も
あ
る
。
七
人
の
娘

を
人
侯
大
蛇
に
奪
わ
れ
る
が
、
最
後
に
残
っ
た
櫛
名

田
比
売
は
須
佐
え
男
命
に
助
け
ら
れ
た
。
名
の
意
味

は
、
「
愛
娘
の
櫛
沼
田
比
売
を
慈
し
み
、
そ
の
手
足

を
愛
撫
す
る
秤
」
を
義
わ
す
。
手
名
稚
秤
は
、
櫛
名

田
比
売
が
須
佐
え
男
命
の
妃
と
し
て
須
賀
倉
に
移
住

し
た
時
に
、
足
名
稚
秤
と
と
も
に
そ
の
壱
の
司
長
と

さ
れ
、
「
稲
田
宮
主
神
」
の
名
を
賜
っ
た
。

翌

を
し
た
時
に
生
ま
れ
た
秤
で
、
夜
の
国

一
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記

月
読
命
は
天
上
の
天
照
大
秤
の
命
で
、

と
に
降
り
る
。
保
灸
秤
は
山
海
の
食
物

き
出
し
奉
っ
た
。
怒
っ
た
月
読
命
は
係

B】ｉ漆

罰
型
編
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「
古
事
記
」
て
は
、
伊
邪
那
岐
神
が
黄
泉
国
か
ら
逃

げ
帰
り
、
渓
を
し
た
時
に
生
ま
れ
た
秤
。
伊
邪
那
岐

秤
か
ら
「
海
原
を
治
め
よ
」
と
命
じ
ら
れ
る
が
、
務

め
を
果
た
さ
ず
傍
若
無
人
に
振
舞
い
、
怒
っ
た
姉
の

あ
ょ
の
い
わ
や

天
照
大
御
秤
を
天
岩
屋
に
寵
ら
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
結

果
、
高
天
原
か
ら
追
放
さ
れ
ろ
。
地
上
に
降
り
た
須

佐
え
男
命
は
、
出
雲
国
で
人
侯
の
大
蛇
を
退
治
、
櫛

な
ど
ひ
功

名
田
比
士
宛
と
結
婚
す
る
な
ど
善
秤
と
し
て
活
躍
す
る
。

「
梵
ぷ
ら
秤
」
だ
が
、
逆
に
そ
の
荒
々
し
さ
が
災
い
を

祓
う
と
き
紅
、
強
く
頼
も
し
い
秤
と
し
て
信
仲
さ
れ
た
。

多
様
な
性
格
塗
犠
置
鰯
雲
神
話
の

出
雲
国
に
住
む
国
津
稗
、
足
名
稚
秤
ピ
キ
名
椎
秤

の
娘
ず
あ
る
。
そ
の
名
ｓ
日
本
書
紀
」
て
は
奇
稲

田
姫
と
記
す
）
は
稲
の
豊
穣
を
義
わ
す
と
い
う
。や

比
売
は
須
佐
一
Ｚ
男
命
と
結
婚
、
須
賀
菅
に
住
み
、
八

Ｌ
１
ピ
い
み

島
士
奴
美
秤
を
生
む
。
こ
の
｛
ハ
世
孫
に
大
国
主
神
が

生
ま
れ
た
と
「
古
事
記
」
は
記
す
。
人
侯
大
蛇
は
山

神
・
水
神
の
表
象
で
あ
り
、
櫛
名
田
比
売
は
こ
れ
を

祀
る
祭
祀
に
お
い
て
秤
の
妻
と
回
る
巫
女
で
あ
っ
た

と
す
ら
説
が
あ
る
。
本
来
は
稲
田
の
秤
（
農
業
神
）
だ

が
、
縁
結
び
、
夫
婦
和
今
の
秤
と
し
て
も
祀
ら
れ
る
。

損
」
ん
一
器
已
頭
冗
凸
而

円
時
陥
、
斡
耐

「
古
事
記
」
て
は
須
佐
一
二
男
命

の
六
世
の
孫
。
出
雲
大
社
の
縁

結
び
の
秤
Ｔ
あ
る
。
も
と
は
地

域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ホ

ク
ニ
ヌ
シ
を
祀
っ
て
い
た
。
奈

良
時
代
に
朝
廷
が
各
地
の
オ
ホ

ク
ニ
ヌ
シ
の
秤
社
が
祀
る
農
業

秤
を
、
出
雲
大
社
の
大
国
主
神

の
分
霊
と
定
め
た
。
こ
の
秤
は

い
な
ぱ
の
し
る
う
さ
ぎ

や

稲
羽
素
兎
や
根
の
国
粋
諾
、
人

ら
ほ
こ

千
矛
秤
な
ど
の
神
託
の
主
役
で

国
津
秤
の
頂
点
に
置
か
れ
て
い

す
く
な
ぴ
こ

ろ
と
さ
れ
ろ
。
ま
た
、
少
彦

曲

名
秤
と
と
も
に
全
国
を
巡
り

§
ん
え
ん

農
業
指
導
、
医
薬
普
及
、
禁
厭

の
法
を
制
定
す
る
な
ど
業
績
を

残
し
た
と
さ
れ
、
多
様
な
力
を

持
つ
秤
イ
あ
る
。
中
世
以
降

大
黒
天
と
同
一
視
ざ
弧
だ
。

窪

房
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神の姿を見る～神～

い様になっ二 国の

巴三圏匡
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中国の伝説上の帝王。農業や商業、医療に精
通し、少彦名神とともに祀られる。

神晨

インドにおける飲食を豊かにする神。「ダイ

コク」の読みから大国主神と同一視された。
大黒天 マハーカーラ

毘沙門天 バイシュラバナ ヒンドゥー教の神が仏教に取り入れられた。

インドの大河の神。仏教に取り入れられ、曰
本に来てからは芸能の神となった。

弁財天 サラスバティ

S～１０世紀に活躍した中国の僧。曰本に輸入
されると福を招くと信仰された。

けいし

契止上

祇園精舎の守護神。曰本では須佐之男命と伝Ｌ
説が似ていることから、その化身とされた。
ロ－－－－－－－－－－－－－－－－－」

武塔太子

／

ガンジス川に住む仏教の守護神。曰本では海
上の安全を守る金比羅大権現となった。

金比羅さま クンピーラ
、

「

●多圏鐘な七福神他宗教との違いiｊ
ａ

才扇妬

寅々７造、ｌム熱

聖'：午】＝〆房

攻への前殿限

ＺｒＢＭｉｎｔ甚

説く/｝小諸宗教霧ｊｉあ?ろ[状痂

甲鋼の臨存/とf赤石i融 あｊｌ葱:瀞J1荏誌舵

、｡k田爆1ｲ言｣(ｍ詔

七福神の構成は実に国際的である。大黒天と毘沙門

天、弁財天はインドの神だし、実在の人物である布

袋和尚、南極老人星の化身といわれる寿老人と福禄

寿が中国の神、日本を出自とする神様は恵比寿のみ

なのである。
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神に祀られた人々

かきのもとひとまる

①、柿木人麻呂柿本ﾈ申社（兵庫県明石市）

学問、除災、夫婦和合などのご利益で信仰されている。

すがわらのみちぎれ

②、菅原道真‘オヒ野天満宮（京都市1上野）

大宰府天満宮（福岡県太宰府）

学問、和歌の神として信仰されている。

又、雷神とも言われ、農業の守護神として信仰されるようになる。

たいらのまさかど

③、平将門神田明ﾈ申（東京都千代田区ﾈ中田）

除災、厄除の神として信仰されている。

あくのせいめい

④､安部清明 清明神社（京都市上京区）

除災、厄除、病気平癒などのご利益で信仰されている。

みなとがわ

湊)I|神社（ﾈ申戸市中央区）

生活一般のご利益で信仰される。

くすのきまさしげ

⑤、楠木正成

「七生報国」と言って七回生き変って朝敵を滅ぼすといわれ、歴代の天

皇、特に明治天皇に慕われていた。

藤島神社（福井市毛矢）生活一般のご利益で信仰される。

豊国神社（京都市東山区）

出世、開運の神として信仰されている。

全国に５箇所あり（金沢市、名古屋市、滋賀県長浜市、大阪市）

曰光束照宮（栃木県日光市）

厄除､開運のご未Ｉ益で信仰されている｡全国に２６箇所の東照宮がある。

ｌこったよしさだ

⑥、新田義貞

⑦、豊臣秀吉

⑧、徳川家康

とうごうへいＩまちろう

⑨、東郷平ﾉ（郎東郷ﾈ申社（東京都渋谷区)Ｔ

合格祈願、必勝祈願などの信仰されている。

戦前は海軍の神として信仰された

のぎまれすけ

乃木希典乃木神社（東京都１ｹ巷区）

護国の神、文武両道の神、夫婦和合の神として信仰されている。

戦前は陸軍の神として信仰された。

しろ〉

⑩、
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Ｉ ⑧春日大社

［768年］

平安時代、藤原

氏の氏神として

繁栄した。

⑩北野天満宮
［947年］

菅原道真の霊を慰め

るべく創建。のちに

学問の神となる。①宗像大社
［１世紀初め～？］

航海の守り神として

信仰を集める。
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④諏訪大社
［２世紀半ば？］

出雲の大国主神の

子神を祀る。

⑨石清水八幡宮
［859年］

宇佐八幡宮より勘

講されて以降、京

都における八幡信

仰の中心となる。

⑪鶴岡八幡宮
［1063年］

源頼義が石清水八幡

宮を勧請して創建さ

れた。以来、源氏の

守り神となる。

主神の

０‘

蕊溌~；こう

③出雲大社
［２世紀半ば？］

国津神信仰の中心。
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⑫靖国神社
［1868年］

国家神道の象徴的存

在。ペリー来航以来

の国難に殉じた人々

が祀られる。
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②宇佐八幡宮
［１世紀初め？］

八幡信仰発祥の地。

朝廷の信仰を集め、

のちに武神として各

地に勧請される。

⑤熊野三山
［２世紀半ば？］

古代人の死生観と絡

んで、信仰の対象と

なる。中世に皇室と

結びついて発展した。

⑦伊勢神宮
［６世紀初め？］

伝説上は垂仁天皇の

治世に起源を持つ。
皇室の祖先神天照大

御神を祀る。
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⑥大神神社
［３世紀初め？］

大和朝廷の守り神

で、古代祭祀の中

心として発展した。
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9.2かエギ

我が国の総但者数
(平成15年12月３１日現在）

仏教系
鯛鵬愚舶ｱ人

』■■ロ■

■
Ｆ
■
■
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イニト
平成１ｓ年１２月Ｓ１日現

在の総信者数。曰本の総信

者数は２億を超えてしまい、

人口を大きく上回っている。

これはひとりの人間が仏教

の行事のみならず、神道の

行事やキリスト教の行事な

ど、様々な行事に参加して

いるためである。
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湯殿山神社
（山形県）

御神体：磐座

はく墨；神像の｝みなtら）ず,《■､lJJ11木)や
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（奈良県桜井市）
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やたのかがみ

御神体：ノlRg鏡

熊野那智大社
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神の姿を見る－１'１'～

企杢が昴巳＝ｒＩ
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三囲神社（三越）

笠森稲荷（高島屋）
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●澱襲された大神社の神職
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､ロ．.に同稗

一ＺｒＵ〕力､ロ０）利

重鰯量1學館炎蕊の神濯

雨［

（〃）

伊勢神宮

● 内宮：荒木田氏

･外宮：度合氏

□｣■熱田神宮 尾張氏→藤原氏

DP

：財．

宇佐神宮〕
……鐡蕊

･宇佐氏→大宮司：膳伴氏

･権大宮司：大中臣氏

1JT■宗像大社 宗形氏

阿蘇神社 阿蘇氏

気比大社 中臣氏

香取神L宮」 中臣氏

鹿■島Ｉ神□宮〕 中臣氏



市
街
地
の
主
だ
っ
た
神
社
の
御
祭
神

◎
厳
島
神
社
：
：
縣
社
（
け
ん
し
や
）

◎
三
吉
神
社
：
：
村
社
（
そ
ん
し
や
）

◎
鳥
取
神
社
：
：
村
社
（
そ
ん
し
や
）

○
御
得
稲
荷
神
社
：
無
格
社

○
一
一
一
共
稲
荷
神
社
：
無
格
社
（
む
か
く
し
や
）

市
杵
島
姫
命
（
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）
、
阿
寒
大
神
（
あ
か
ん
の
お
お
か
み
）
、
稲
荷
大
神
（
い
な
り
の
お
お
か
み
）
、

猿
田
彦
大
神
（
さ
る
た
ひ
こ
の
お
お
か
み
）

金
比
羅
大
神
（
こ
と
ひ
ら
の
お
か
み
）
、
秋
葉
大
神
（
あ
き
は
の
お
お
か
み
）
、
海
津
見
大
神
（
わ
だ
つ
み
の
お
お
か
み
）
、

大
己
貴
命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
、
少
彦
名
命
（
す
ぐ
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）
、
稲
荷
大
神
（
い
な
り
お
お
か
み
）
、

大
國
主
神
（
お
お
く
に
ぬ
し
の
か
み
）

三
吉
大
神
（
み
よ
し
の
お
お
か
み
）
、
船
魂
大
神
（
ふ
な
だ
ま
の
お
お
か
み

金
刀
比
羅
大
神
（
こ
と
ひ
ら
の
お
お
か
み
）

正
一
位
稲
荷
大
神
（
し
よ
う
い
ち
い
な
り
お
お
か
み
）
妙
見
大
神
（
み
よ
う
け
ん
の
お
お
か
み
）

正
一
位
稲
荷
大
神
（
し
よ
う
い
ち
い
い
な
り
の
お
お
か
み
）

＊
注
◎
太
文
字
神
社
は
神
社
庁
釧
路
市
支
部
に
属
し
て
い
る
神
社

(/２）



第三章神を感じる～祭りと儀式～
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宮形

・宮形には図のような－

社造りと宮が横に三つ

並んだ三社造りがある。

・宮形に伊勢神宮と氏神
のお札を納めて祀る。

.－社造りに札を納める

場合、伊勢神宮の札を

前に、次に氏神の札を

重ね、後ろに他に崇敬

する神社の札を納める。

・三社造りに札を納める

場合、伊勢神宮の札を
中央に、氏神の札を向

かって右に、他に崇敬

する神社のお札を左に
納める。
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・神棚に向かって

細い方が左にな

るように飾る。
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細
る
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供物お神酒

::Ⅱ韮晋

□皿匝画□ｒ覇ri弱~］

賓iii雪雲霊灸
また、正月や毎月一曰などには野菜や魚なども

お供えする。横一列に並べるのが基本とされて

いるがスペースがない場合は、二列でもよい。

Ｆ可iiJW｡－１
⑳⑳⑬

nil可一己imi-l
④②⑳⑮

【米・塩・水の場合】
米またはご飯が中央、塩が向かっ

て右、水が向かって左となる。

【酒をお供えする場合】
左から水、酒、米、塩の順になる。

こんな穂いる＊鷺の神様
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参考：神社本庁ホームページ

正月は、古くは祖先の霊を迎えて祀る行

事であった。門松は、もともと祖先の霊

とも考えられている歳神を迎えるための

ものであり、鏡餅においてももともと歳

神への捧げ物であった。

春と秋の年２回訪れる彼岸は、仏教の行

事としてのイメージが強いが、本来は祖

霊を敬うことを教える神道の行事である。

七曰盆・盆はじめともいわれ、七夕には

水に関する行事が多い。かつてはお盆の

行事の前に、薇れを祓い清めるための行

事であった。

|曰暦７月１５曰を中ﾉ、に行なわれる祖先

を祀る行事。仏教行事とみられているが、

祖霊を迎えるという行為は、曰本に古く

からあった祖霊祭の名残、と考えられて

いる ０

鯉ｇｇｇ照
各家庭で祀られている神々を祀る、年に

一度の各家庭の祭りで､宅神祭ともいう。

家庭を見守る神々に家内安全や家運隆二

などが祈願される。



釧路厳島神社

稔ら秤私 五率のあげす

■一■ 榊(さかき)に紙垂(かみしで)をつ
けたものが神さまに捧げるための供
え物『幣帛(みてぐら)』の一つである
玉串です。
玉串を神前に捧げることによって

恭順の心を表し､神とのつながりを
確認するための儀式です。紙垂は
神の衣を､榊は神の繁栄をそれぞ
れ表す象徴ということになるでしょ
う。

灘占錆

境白

千十勝率

ごｉｉｌｉ・祷

④左手を下げて③右手で榊の根
根本を持ち､「の」本を手前に引き
の字なりに廻し
て…

②神前の案(机)の①右手が榊の根
前に進み､軽く一本を持つように玉
礼する。串を受ける

神さまに玉串を捧げる儀式のこと
を｢玉串奉翼(たまぐｕまうてん)｣と
呼びます。
神職より玉串を受け取り､神前に
用意された案(机)の前に進み出て
時計回りに玉串を半回転させ､根の
方向が神さまに､葉の方向が自分
の方を向くようにして捧げます。

〆へ

､|へ
、
Ｌ－ノ

-A↓夜､洲？

ノビ２６ 斗

神棚・好れ作綾

子水の取りオ

ムギハｊＭ’亨

豊す参り
⑦拍手は両手を⑥次に二杯(二⑤榊の根本を神
胸の高さに上げて礼､二拍手､－杯前に向け､案の上
合わせ､右手を少(二拍手､－拝すに両手で広げる。
し引き､肩幅程にる）

開いて開いて拍
手を待つ。

周延の岬奈白

■戸



神と触れ合う～神社～

参拝の心得その四
たまぐし

正式参拝の折|こは玉串を捧げる
のりと

①神職の祝詞を受ける
亡かき

②右手で榊の根元を、左手で先の方

を支え、少し肘を張って受け取る

③神前で軽く－礼する

④玉串の先を時計回りにＳｏｏ回し、

左手を下げて祈りを込める

⑤右手を離してさらに時計回りに回

し、榊の根元を神前に向ける

⑥案の上に玉串を置き、二拝二拍一

拝する

神殿
参拝の心得その三
①寶銭を投げ入れる行為は自

分の罪や横れを祓う意味も

こめられている

②寶銭を投げ入れたあと、鈴

をＳ回力強く鳴らす。この

行為には邪気を払い、神霊

を呼び寄せる効果がある
r二’１:｡:.:｡
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参拝の心得その二
参道の中央は神様の通

り道とされるので、真

中を歩かず端を歩く

参拝の心得その二
参道の中央は神様の通

り道とされるので、真

●●● ●●●

●● を歩かず端を歩く

◎疸ロ

手水舍 参道』■■且．■－－－－
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⑰◆

参拝の心得その－
①柄杓を右手に持って左手を洗う

②柄杓を左手に持って右手を洗う

③左手に水を受けてロをすすぐ

④頭を下げてお祓いを受ける

ご笏

■

Ｐ
■

●

鳥居

〔／す）


